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○
経
済
的
理
由
に
よ
る
進
学
・
就
学
を
断
念
す
る
こ

と
な
く
勉
学
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ま
た
、
次
世

代
の
村
山
市
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

奨
学
金
制
度
を
設
立
す
る
事
業
。

○
駅
西
開
発
に
伴
う
道
路
・
環
境
整
備
事
業
。

○
袖
崎
・
大
高
根
児
童
セ
ン
タ
ー
の
民
間
保
育
施
設

整
備
事
業
。
戸
沢
保
育
園
の
指
定
管
理
委
託
事
業

な
ど
、
保
育
へ
の
民
間
活
力
導
入
。

○
小
中
学
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
の
支
援
体
制
構
築
。

○
消
雪
パ
イ
プ
の
維
持
管
理
、
流
雪
溝
整
備
、
除
雪

作
業
事
業
。

事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

平
成
27
年
度
補
正
予
算

�

～
３
月
議
会
で
成
立
し
た
補
正
予
算
の
主
な
も
の
～

３月
定例会県内初！

給付型奨学金 スタート‼
4000万円（対前年比５％UP）

駅
西
開
発
な
ど
、
目
に
見
え
る

�

事
業
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

　
　
　

歳
　
入

○�

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
は
、
大
幅
な
伸
び
が
あ
り
２
億
６
３

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
　
　

歳
　
出

○�

楯
岡
市
街
地
に
循
環
バ
ス
を
運
行
し
商
店
街
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
改
善
。

○�

バ
ラ
に
よ
る
誘
客
推
進
や
総
合
案
内
拠
点
施
設
設
備
な
ど
。

○�

す
べ
て
の
観
光
分
野
に
お
い
て
活
用
で
き
る
村
山
市
の
Ｐ
Ｒ

動
画
を
制
作
。

○�

起
業
・
創
業
支
援
の
強
化
な
ど
。

○�

市
道
鶴
ヶ
町
西
線
の
道
路
改
良
工
事
や
、
東
根
温
泉
線
の
延

伸
。

○�

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
産
直
の
実
施
。

○�

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
な
ど
、
村
山
の
観
光
情
報
発
信
事
業
。浅草のまるごとにっぽん

楯中の授業風景
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⃝
楯
岡
高
校
跡
地
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
を
も
っ

と
積
極
的
に
考
え
る
べ
き
だ
、
と
最
終
日
に
宣
言

を
議
決
し
た
。
今
後
、
市
民
・
市
議
会
・
関
係
機

関
と
連
携
し
て
跡
地
利
活
用
、
市
中
心
部
活
性
化

に
向
け
て
ま
い
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

⃝

保
育
や
給
食
の
民
営
化
に
は
反
対
だ
、
と
い
う
意

見
が
あ
る
一
方
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
、
質
の

高
い
保
育
の
実
現
の
た
め
に
賛
成
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。

⃝

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
返
礼
品
の
開
発
や
Ｐ

Ｒ
な
ど
も
っ
と
力
を
入
れ
て
や
る
べ
き
だ
と
い
う

意
見
が
出
た
。
今
後
税
収
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ

う
に
係
の
新
設
な
ど
が
市
当
局
か
ら
示
さ
れ
た
。

ぎ
ろ
ん
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

平成28年度当初予算

返還必要のない

給付型奨学金 スタート‼
一般会計予算123億

保育施設の民間活力導入へ
　戸沢保育園は４月から指定管理
されました。

除雪関連事業
　消雪パイプの維持管理と流雪溝
の整備など、地域の実情に合った
様々な取り組みを実施します。

道路など町並みが変ります
　駅西開発や鶴ヶ町西線など新た
な道路などが作られます。

of  2016目 玉
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予
算
特
別
委
員
会
と
は
？

―
―
ま
ず
予
算
特
別
委
員
会

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

テ
レ
ビ
で
国
会
の
予
算
委

員
会
を
見
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
あ
れ
と
同
じ
事

で
村
山
市
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
議
員
が
審

議
す
る
機
関
で
す
。

　

当
初
予
算
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
総
務
文
教
と
産
業

厚
生
の
２
つ
の
分
科
会
が
あ

り
、
専
門
分
野
で
細
部
に
わ

た
っ
て
審
議
し
ま
す
。

―
―
今
２
つ
の
分
科
会
と
い

う
話
が
出
ま
し
た
が
、
以
前

は
３
つ
の
分
科
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

に
２
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の

で
す
か
？

　

ま
ず
総
務
文
教
委
員
会
は
、

総
務
課
・
政
策
推
進
課
・
財

政
課
・
税
務
課
・
市
民
環
境

課
・
教
育
委
員
会
・
水
道

課
・
会
計
課
な
ど
で
す
。
産

業
厚
生
委
員
会
は
、
建
設

課
・
農
林
課
・
農
業
委
員

会
・
保
健
課
・
福
祉
課
・
子

育
て
支
援
課
・
商
工
観
光
課

な
ど
で
す
。
今
ま
で
の
３
つ

の
分
科
会
か
ら
２
つ
に
な
っ

た
こ
と
で
、
議
員
の
人
数
も

増
え
て
議
論
の
中
身
が
混
く

な
っ
た
よ
う
で
す
。

―
―
議
長
は
予
算
特
別
委
員

会
に
は
入
ら
な
い
の
で
す

か
？

　

は
い
。
基
本
的
に
議
長
は

予
算
特
別
委
員
会
に
は
入
り

ま
せ
ん
。
予
算
委
員
会
で
も

め
た
場
合
な
ど
に
最
終
調
整

す
る
の
が
議
長
な
の
で
、
責

任
者
を
別
に
立
て
て
い
る
の

で
す
。

　
特
に
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
？

―
―
今
年
の
委
員
会
で
特
に

議
論
さ
れ
た
こ
と
は
何
で
す

か
？

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
地

方
創
生
に
関
わ
る
こ
と
、
そ

し
て
駅
西
開
発
と
子
育
て
支

援
で
し
ょ
う
か
。
特
に
若
者

の
定
住
対
策
な
ど
に
つ
い
て

は
、
各
課
で
も
共
通
認
識
を

持
っ
て
い
る
程
、
重
要
な
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

民
に
と
っ
て
事
業
が
分
散
し

て
い
て
分
か
り
づ
ら
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
部
局
横
断
で

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

―
―
今
年
は
駅
西
開
発
や
道

路
新
設
な
ど
目
に
見
え
る
事

業
も
多
い
よ
う
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
駅
西
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
も
建
設
さ

れ
ま
す
し
、
商
業
施
設
も
12

月
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
よ
う

で
す
。
道
路
の
新
設
事
業
も

あ
る
の
で
、
注
視
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
た
だ
一
方
で

楯
岡
高
校
の
閉
校
に
伴
う
空

洞
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
良
い

解
決
策
は
明
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
議
会
と
も
一
丸
と

な
っ
て
よ
り
良
い
跡
地
利
用

の
方
策
を
探
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
公

共
施
設
の
維
持
管
理
も
見
直

し
が
必
要
で
す
。
施
設
利
活

用
の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が

な
け
れ
ば
補
修
や
増
改
築
な

ど
は
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

総
括
と
し
て

―
―
結
び
に
海
老
名
委
員
長

に
総
括
し
て
の
ご
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

減
少
す
る
歳
入
と
増
加
す

る
歳
出
と
い
う
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
的
を
絞
っ

て
予
算
編
成
し
た
と
評
価
し

て
い
る
も
の
で
す
。
地
方
創

生
と
人
口
減
少
対
策
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
長
就
任
３
年
目
に
し
て
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
よ
う
や
く
目
に

見
え
る
形
で
ハ
ー
ド
分
野
に

か
け
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
楽
し
み
に
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
来
年

度
か
ら
、
公
会
計
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
職
員
は
民
間

企
業
に
な
ら
い
、
コ
ス
ト
感

覚
を
見
に
つ
け
て
、
業
務
の

遂
行
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

議会だより編集委員会ではこ
の度、予算特別委員長の海老
名幸司議員に、予算委員会に
ついて目玉やポイントを、分
かりやすく説明していただき
ました。

予算特別委員長
� 海老名�幸司 議員

海老名 幸司
予算特別委員長に聞く！

直撃‼
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Ｑ
村
山
市
の
林
野
面
積
は

１
万
５
４
７
ha
で
、
森

林
は
伐
採
樹
齢
だ
と
思
う
。

外
国
産
材
の
輸
入
、
軽
量
鉄

骨
の
普
及
で
国
産
材
利
用
が

減
り
、
木
材
価
格
が
低
下
し
、

山
・
森
林
の
荒
廃
が
心
配
さ

れ
る
。
楢
枯
れ
な
ど
も
あ
り

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
県
産

木
材
利
用
を
推
奨
し
て
い
る

が
、
補
助
額
が
少
な
く
、
手

続
き
が
面
倒
だ
。
簡
素
化
を

望
む
。
ま
た
間
伐
材
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
利
用
、
薪
・
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
へ
の
推
奨

す
べ
き
で
あ
る
。
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
を
望

む
。
学
校
林
の
利
活
用
を
伺

う
。Ａ

木
材
の
自
由
化
で
国
産

材
需
要
が
減
り
、
荒
廃

に
な
っ
て
い
る
。
楢
枯
れ
は

終
息
に
近
づ
い
て
い
る
。
バ

イ
オ
マ
ス
は
伸
び
な
い
が
、

薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
は
伸
び
て
い
る
。
県
産

木
材
の
公
共
物
へ
の
利
用
は

検
討
す
る
。
学
校
林
は
25�
ha

あ
る
。
木
材
の
入
札
に
応
札

が
な
く
利
活
用
は
難
し
い
。

Ｑ
公
立
病
院
の
運
営
は
利

用
者
減
、
医
師
不
足
に

よ
る
医
業
収
入
減
な
ど
で
、

経
営
圧
迫
が
三
市
一
町
の
負

担
と
な
る
。
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
要
望
活
動
が
必

要
と
考
え
る
。

Ａ
赤
字
は
原
価
償
却
が
大

き
い
。
北
村
山
中
核
病

院
と
し
て
三
市
一
町
で
力
を

入
れ
て
い
く
。
負
担
金
も
大

き
い
が
必
要
な
経
費
は
相
談

の
上
支
援
す
る
。
中
核
病
院

と
し
て
の
設
備
、
医
師
の
確

保
を
行
い
、
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
る
よ
う
に
努
め

る
。

！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！
？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？
！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？！

聞きたい

一 般 質 問
Ｑ＆Ａ

本定例会の一般質問は３月２日・３日に10人の議員が行いました。
質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※一般質問のQ&Aは議員の原稿をそのまま掲載しています。

ここが

森
林
の
荒
廃
対
策
は

長　
南　
　
　
誠　
議
員

整備された森林
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Ｑ
市
民
の
く
ら
し
は
、
格

差
が
拡
大
す
る
中
貧
困

世
帯
が
増
加
し
、
悪
化
し
て

き
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、

①
市
民
の
く
ら
し
の
現
状
を

ど
う
見
て
い
る
の
か
。
②
改

善
に
む
け
、
市
と
し
て
ど
う

対
策
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
①
不
安
定
雇
用
や
低
賃

金
に
よ
り
市
民
の
く
ら

し
は
、
改
善
し
て
い
な
い
。

②
市
民
の
安
定
し
た
雇
用
の

確
保
と
収
入
の
増
加
が
必
要

で
あ
る
。
市
と
し
て
も
努
力

す
る
。

Ｑ
18
才
選
挙
権
が
始
ま
り
、

選
挙
の
年
で
あ
る
。
７

月
の
参
議
院
選
挙
・
来
年
１

月
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

①
参
議
院
選
挙
・
県
知
事
選

挙
に
市
長
は
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
②
来
年
の
９
月
の

市
長
選
挙
に
む
け
た
市
長
の

今
の
考
え
は

Ａ
①
市
と
国
・
県
を
つ
な

ぐ
役
割
を
重
視
し
、
市

民
の
声
を
吸
い
上
げ
て
く
れ

る
人
を
応
援
し
て
行
く
。
②

進
退
表
明
に
は
、
時
期
が
早

い
。
市
民
の
生
活
向
上
に
む

け
、
よ
う
や
く
見
え
て
き
た

と
こ
ろ
だ
。

Ｑ
大
旦
川
河
川
整
備
・
東

北
中
央
自
動
車
道
の
工

事
・
駅
西
エ
リ
ア
開
発
を
一

体
の
も
の
と
し
て
、
整
備
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

計
画
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
市
民
・
地
元
地
区
・
地

権
者
へ
の
説
明
会
の
計
画
は
、

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

Ａ
ど
の
工
事
も
早
く
完
成

さ
せ
る
べ
く
努
力
を
重

ね
、
市
民
・
地
元
地
区
・
地

権
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
て
行
く
。

格
差
拡
大
の
中
市
民
の
く
ら
し
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
が
対
策
は

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
村
山

市
の
道
路
整
備
を
核
と
し
た
開
発
計
画
は

結　
城　
　
　
正　
議
員

菊　
池　
貞　
好　
議
員

Ｑ
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
見
据
え
た
将
来
の
村

山
市
の
道
路
整
備
を
核
と
し

た
開
発
計
画
事
業
を
お
聞
き

し
た
い
。

Ａ
袖
崎
の
湯
舟
沢
か
ら
五

十
沢
ま
で
の
林
道
整
備

事
業
が
28
年
度
よ
り
測
量
が

始
ま
り
五
十
沢
地
区
の
皆
様

の
60
年
来
の
夢
で
あ
る
道
路

開
通
を
目
指
す
。
将
来
は
散

策
道
と
し
て
活
用
し
健
康
づ

く
り
に
寄
与
し
た
い
。

　

鶴
ヶ
町
西
線
は
村
山
産
業

高
校
の
生
徒
の
通
学
の
際
の

安
全
確
保
と
い
う
意
味
あ
い

で
全
長
2
・
1
㎞
、
学
校
ま

で
1
・
2
㎞
の
事
業
だ
が
早

期
完
成
を
目
指
す
。
併
せ
て

沿
線
の
宅
地
造
成
も
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

県
道
楯
岡
東
根
温
泉
線
の

北
進
延
線
事
業
は
昭
和
35
年

の
都
市
計
画
で
あ
り
56
年
の

歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
。
地
元

の
人
に
と
っ
て
狭
隘
な
道
路

が
緊
急
車
両
の
交
通
妨
害
を

起
こ
し
、
生
命
の
危
機
が
発

生
し
重
大
な
問
題
に
な
る
前

に
、
こ
の
道
路
事
業
に
よ
り

本
郷
地
区
民
の
緊
急
時
の
命

の
保
証
が
安
全
安
心
な
も
の

に
変
わ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

昨
今
新
聞
な
ど
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
駅
西
エ
リ
ア
開

発
構
想
図
に
つ
い
て
総
工
費

23
億
円
。
７
年
後
の
完
成
を

目
指
し
、
若
者
の
定
住
促
進
、

人
口
流
出
抑
制
を
掲
げ
て
こ

の
事
業
計
画
を
進
め
て
い
る
。

バ
ラ
回
廊
も
一
年
を
通
し
バ

ラ
を
中
心
に
四
季
折
々
の
花

を
楽
し
め
る
回
廊
と
し
て
、

皆
様
に
喜
ば
れ
る
施
設
を
検

討
す
る
。

村山駅西エリア開発構想図

工事中の東北中央自動車道村山インター（仮称）付近
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Ｑ
東
新
町
地
区
全
体
を
眺

め
た
場
合
ス
ー
パ
ー
は

も
と
よ
り
専
問
医
も
多
く
住

み
良
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

更
な
る
発
展
を
め
ざ
し
集
会

施
設
な
ど
を
建
設
し
て
は
ど

う
か
。

Ａ
現
在
は
中
新
町
の
防
災

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
。

Ｑ
人
口
を
飛
躍
的
に
伸
ば

す
に
は
大
規
模
住
宅
団

地
の
造
成
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
東
根
温
泉
線
の
東
側

約
10

ha
を
開
発
し
て
は
ど
う

か
。Ａ

現
時
点
で
は
考
え
て
な

い
が
将
来
実
施
し
よ
う

と
思
う
。

景観も良く住宅地として大最適地

Ｑ
税
金
の
申
告
時
に
要
介

護
１
～
２
は
障
害
者
控

除
・
３
～
５
は
特
別
障
害
者

控
除
を
受
け
ら
れ
る
が
、
対

象
者
の
人
数
と
申
請
・
認
定

の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
対
象
者
は
要
介
護
１
～

５
ま
で
合
わ
せ
て
１
３

２
４
名
。
申
請
は
48
件
で
全

員
認
定
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
１
３
０
０
人
以
上
の
対

象
者
に
対
し
48
件
は
少

な
す
ぎ
る
の
で
は
。
山
形
市

で
は
申
請
が
無
く
て
も
す
べ

て
の
要
介
護
者
に
控
除
の
認

定
書
が
送
付
な
っ
た
と
聞
く
。

市
民
の
声
に
応
え
た
も
の
で

あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

Ａ
申
請
が
あ
り
調
査
で
認

定
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
と
聞
く
。
国
の
指
針
で
も

身
体
障
害
者
と
の
基
準
の
違

い
が
あ
る
。
全
員
認
定
は
現

実
と
の
乖
離
が
あ
る
。
市
と

し
て
ど
う
す
る
か
検
討
さ
せ

て
頂
く
。

Ｑ
高
す
ぎ
る
国
保
税
へ
の

支
援
策
と
し
て
厚
労
省

は
、
保
険
者
支
援
を
実
施
し

被
保
険
者
１
人
当
り
５
千
円

の
引
き
下
げ
が
可
能
と
し
て

い
る
が
、
当
市
の
影
響
は
。

Ａ
２
割
軽
減
を
新
た
に
設

け
低
所
得
者
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ
新
年
度
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
引
き

上
げ
が
決
定
し
た
が
、
い
く

ら
の
負
担
増
に
な
る
の
か
。

Ａ
１
人
当
り
964
円
の
負
担

増
と
な
る
。
２
割
か
ら

９
割
の
軽
減
が
あ
り
７
割
の

人
が
該
当
す
る
。

Ｑ
後
期
高
齢
者
の
収
入
は

年
金
が
ほ
と
ん
ど
。
市

長
と
し
て
引
き
揚
げ
に
反
対

の
姿
勢
を
要
望
す
る
。

全
て
の
要
介
護
者
に
障
害
者
控
除
認
定
を

本
市
の
大
規
模
な
宅
地
開
発
に

つ
い
て
問
う
。

川　
田　
律　
子　
議
員

矢　
口　
　
　
正　
議
員

施設デイサービスのようす
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子
育
て
し
や
す
い
村
山
市
の

実
現
に
向
け
て

正
規
雇
用
の
増
加
策
と
公
務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃
上
げ
を

高　
橋　
菜
穂
子　
議
員

中　
里　
芳　
之　
議
員

Ｑ
子
育
て
世
帯
の
市
外
へ

の
転
出
を
防
ぐ
た
め
に
、

子
育
て
支
援
施
策
の
周
知
徹

底
と
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整

備
、
伝
承
館
の
そ
り
乗
り
場

の
活
用
な
ど
を
提
案
す
る
。

Ａ
子
育
て
支
援
策
は
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
な
ど
積
極

的
に
行
う
。
遊
び
場
は
、
東

根
や
天
童
と
同
じ
よ
う
な
施

設
を
作
る
の
で
は
な
く
独
自

性
の
あ
る
遊
び
場
の
整
備
を

考
え
て
い
く
。

Ｑ
お
む
つ
交
換
台
の
設
置

に
加
え
市
内
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
市
関
連
施
設
へ
の

授
乳
室
の
整
備
を
提
案
す
る
。

Ａ
市
役
所
を
は
じ
め
、
授

乳
室
（
ス
ペ
ー
ス
）
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後
に
村
山

市
の
農
業
が
生
き
残
り
、

美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
の

準
備
は
。

Ａ
六
次
産
業
化
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、

市
内
の
農
家
や
商
業
者
な
ど

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

農
商
工
の
連
携
も
含
め
自
然

体
の
六
次
化
を
進
め
る
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
れ

ま
で
の
分
析
と
今
後
に

つ
い
て
、
政
策
と
寄
付
を
紐

づ
け
て
、
市
民
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
呼
び
か
け
た
く
な
る

よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ
寄
付
額
は
２
億
６
千
万

円
（
二
月
現
在
）
で
、

一
番
人
気
は
さ
く
ら
ん
ぼ
、

続
い
て
牛
肉
や
米
と
い
う
村

山
市
の
質
の
高
い
農
産
物
が

人
気
だ
。
今
年
の
さ
く
ら
ん

ぼ
は
す
で
に
三
千
箱
の
予
約

が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
を

強
め
て
準
備
し
て
い
る
。

Ｑ
施
策
方
針
に
「
今
は
既

存
の
企
業
を
大
事
に
し

て
社
員
を
増
や
し
て
い
た
だ

く
」
と
あ
る
が
、
正
規
雇
用

を
増
や
す
具
体
策
が
な
い
。

非
正
規
労
働
者
を
正
規
に
格

上
げ
す
る
な
ど
処
遇
改
善
を

促
す
助
成
金
制
度
の
創
設
を
。

Ａ
公
が
民
間
に
口
を
出
す

の
は
な
る
べ
く
控
え
た

方
が
よ
い
。

Ｑ
①
公
共
工
事
の
労
務
単

価
が
こ
の
３
年
間
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
労

働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は

上
が
っ
た
の
か
。
②
業
務
委

託
の
場
合
、
人
件
費
算
出
基

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
①
確
認
で
き
て
い
な
い
。

②
基
準
は
な
い
。

Ｑ
公
共
事
業
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
は
「
安
け
れ
ば
い

い
」「
労
働
者
に
実
際
い
く

ら
支
払
わ
れ
て
い
る
か
知
ら

な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
こ

と
で
は
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
で
き
る
と
こ
ろ
は
目
を

見
張
ら
せ
て
い
く
。

Ｑ
そ
れ
な
ら
ば
、
賃
金
下

限
設
定
を
持
っ
た
公
契

約
条
例
の
制
定
を
。

Ａ
全
国
的
に
内
容
が
煮
詰

ま
っ
て
か
ら
検
討
す
る
。

Ｑ
来
年
度
か
ら
要
支
援
者

の
訪
問
、
通
所
介
護
は

保
険
給
付
か
ら
は
ず
さ
れ
、

市
実
施
の
地
域
支
援
事
業
に

移
行
さ
れ
る
。
先
行
自
治
体

の
事
例
の
よ
う
に
、「
要
支

援
者
の
切
り
捨
て
」
が
生
じ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
信
じ
て
い
る
。

甑葉プラザ内の授乳室

市道大高根演習場線の工事のようす



むらやま市議会だより89号
平成28年４月15日発行9

「
な
い
」
袖
は
振
れ
な
い

な
ら
ば
「
あ
る
」
も
の
を
極
め
よ
う

教
育
現
場
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

菊　
池　
大
二
郎　
議
員

長
谷
川　
　
　
元　
議
員

Ｑ
本
市
に
は
日
本
に
一
つ

し
か
な
い
居
合
神
社
を

は
じ
め
、
信
仰
文
化
に
富
ん

で
お
り
、
大
胆
か
つ
国
際
的

な
視
点
で
活
か
す
べ
き
で
は
。

Ａ
政
教
分
離
の
観
点
か
ら

い
っ
て
も
慎
重
に
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｑ
宗
教
そ
の
も
の
に
正
面

か
ら
向
き
合
う
の
で
は

な
く
、
ど
こ
に
力
点
を
置
く

か
が
重
要
。
例
え
ば
、
居
合

神
社
か
ら
抽
出
で
き
る
刀
や

侍
、
武
士
道
や
大
和
魂
な
ど

は
海
外
の
方
が
持
つ
日
本
の

イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
。
視
点

を
変
え
れ
ば
、
本
市
独
自
の

事
業
が
で
き
る
は
ず
だ
が
。

Ａ
大
変
面
白
い
発
想
だ
。

Ｑ
楯
岡
を
中
心
に
非
常
に

少
雪
な
冬
期
間
で
あ
っ

た
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

や
地
域
間
の
除
雪
稼
働
の
格

差
是
正
な
ど
の
必
要
性
が
浮

き
彫
り
に
。
準
備
金
を
含
め

た
組
合
へ
の
保
証
の
在
り
方

な
ど
来
季
に
向
け
た
早
急
な

検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

は
最
低
賃
金
も
含
め
喫

緊
の
課
題
。
組
合
と
も
相
談

し
な
が
ら
徐
々
に
変
え
て
い

く
。Ｑ

楯
高
跡
地
利
活
用
に
つ

き
、
施
政
方
針
で
も
全

く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
一

体
ど
う
す
る
の
か
。
徳
内

シ
ー
ボ
ル
ト
ラ
イ
ン
も
完
成

し
た
が
、
今
後
ど
う
す
る
の

か
。Ａ

楯
高
跡
地
は
学
校
関
係

の
誘
致
を
考
え
て
い
る
。

徳
内
シ
ー
ボ
ル
ト
ラ
イ
ン
周

辺
整
備
と
し
て
公
園
造
成
を

考
え
て
い
る
が
事
業
優
先
度

は
低
い
。

Ｑ
若
者
の
定
住
対
策
と
し

て
も
、
屋
内
・
屋
外
の

遊
戯
施
設
の
建
設
は
大
事
だ

と
考
え
る
が
、
東
沢
公
園
の

遊
戯
施
設
や
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー

ク
な
ど
若
い
人
か
ら
意
見
聴

取
を
し
て
い
る
か
。
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
東
沢
や
ク
ア
ハ
ウ

ス
旧
浴
場
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

Ａ
予
算
の
こ
と
も
あ
る
の

で
ク
ア
ハ
ウ
ス
旧
浴
場

に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て

い
き
た
い
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

東
沢
も
通
年
観
光
の
一
助
に

な
る
よ
う
な
活
用
方
法
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

遊
戯
施
設
は
予
算
を
見
な
が

ら
全
体
計
画
を
立
て
て
整
備

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

Ｑ
楯
岡
高
校
が
閉
校
し
て

東
根
に
中
高
一
貫
校
の

東
桜
学
館
が
開
校
す
る
。
村

山
市
か
ら
も
通
学
す
る
生
徒

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
負
け
な
い
教
育
環
境

に
す
る
た
め
に
も
、
中
学
校

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。Ａ

現
在
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー

ス
満
了
時
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
で
き
る
よ
う
に
研
究

し
て
い
き
た
い
。
主
体
的
な

学
び
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
強
い
教
育

現
場
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
指
定
管
理
の
見
直
し
や

民
間
活
力
の
導
入
に
つ

い
て
現
在
一
年
間
の
見
直
し

時
期
に
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ
維
持
管
理
が
相
当
負
担

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

積
極
的
に
考
え
て
い
る
。

居合抜刀術の始祖・林崎甚助重信公は侍文化そのもの

小中学校への導入が待たれるタブレット型端末
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審議結果報告
（３月定例会において賛否の分れた議案についてのみ掲載しました）

議員名

議案等の名称

議
決
結
果

市政・公明クラブ 日本共産党
村山市議団

改革
クラブ 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

高
橋
菜
穂
子

石
澤
　
祐
一

長
谷
川
　
元

長
南
　
　
誠

秋
葉
　
新
一

茨
木
　
久
彌

海
老
名
幸
司

川
田
　
律
子

中
里
　
芳
之

結
城
　
　
正

菊
池
　
貞
好

菊
池
大
二
郎

矢
口
　
　
正

佐
藤
　
昌
昭

大
山
　
正
弘

森
　
　
一
弘

市
長
提
出

予
　
算

平成28年度予算（９件）
一般会計・国民健康保険事業・公共下
水道事業・財産区・農業集落排水事
業・土地区画整理事業・介護保険事
業・後期高齢者医療事業・水道事業

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 13 2

請
願

請
願
１
号

ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを
求める請願書 否 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × 議 5 10

正副議長及び監査委員は会派に属しません。議長は可否同数の場合以外は採決に加わりません。
可＝可決　　否＝否決　　○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　退＝退席

新
子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て
問
う

海
老
名　
幸　
司　
議
員

Ｑ
平
成
28
年
度
か
ら
新
し

い
子
育
て
支
援
制
度
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
中
で

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の
給

付
（
補
助
）
対
象
施
設
か
ら

除
外
さ
れ
組
織
改
編
が
迫
ら

れ
て
い
る
が
今
後
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
お
た
ず
ね
し
た
い
。

Ａ
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
の
国

の
財
政
支
援
は
平
成
27

年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
３

年
間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
今
後
に
つ
い
て
は
、
児
童

数
の
推
移
、
地
元
の
意
向
、

市
の
住
宅
開
発
計
画
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
域
で
の
保
育
施

設
の
有
無
が
若
者
定
住
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
出
て
い

る
の
で
、
可
能
な
限
り
近
く

に
保
育
施
設
を
残
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
保
育
の
質
の
問
題
と
し

て
、
栄
養
士
、
看
護
士

な
ど
の
配
置
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
栄
養
士
は
自
園
調
理
の

場
合
努
力
義
務
、
看
護

士
、
保
健
士
は
０
才
児
９
人

以
上
の
施
設
で
は
必
置
義
務

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
本
市
は
公
共
施
設
の
維

持
、
管
理
手
段
と
し
て

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
受
託
者

を
決
め
る
際
に
公
募
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
で
は
従
来
公

募
を
し
て
い
な
い
。
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

Ａ
今
後
は
原
則
公
募
と
い

う
姿
勢
で
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

西郷児童センター
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よりよい行政のための　視 察　レポート

　

議
長
、
副
議
長
、
議
会
運

営
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会

の
正
副
委
員
長
が
出
席
し
、

１
月
20
日
河
北
町
議
会
・
１

月
28
日
天
童
市
議
会
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
河
北
町
議
会
と
の
交
流
会

『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
及
び
議
会
運
営

に
つ
い
て
』

・
平
成
28
年
か
ら
第
７
次
河

北
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。「
人
輝
く
健
康
都
市

か
ほ
く
～
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
～
」
を
謳
い
、
役
場
を

中
心
に
半
径
５
㎞
以
内
に
す

べ
て
の
集
落
が
あ
る
利
点
を

活
か
し
有
機
的
に
集
積
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
。
議
会
と
し
て
は
、
地
方

創
生
に
関
す
る
提
言
を
昨
年

の
９
月
町
長
に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
７
月
区
長
会
、

商
工
会
、
婦
人
会
な
ど
関
係

団
体
か
ら
多
様
な
意
見
を
聞

き
、
決
定
事
項
を
反
映
さ
せ

た
も
の
で
す
。

・
議
員
と
し
て
の
意
識
改
革
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
、
住

民
と
の
意
見
交
換
会
ま
た
研

修
に
特
化
し
た
費
用
弁
償
を

予
算
化
し
ま
し
た
。

・
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
議
会
報

告
会
の
課
題
な
ど
も
話
題
に

な
り
ま
し
た
。

●
天
童
市
議
会
と
の
交
流
会

『
各
市
行
政
に
か
か
る
諸
課

題
に
つ
い
て
』

・
天
童
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
現
状
、
今
年
度
上
半
期
で

全
国
ト
ッ
プ
、
地
元
の
農
業
、

地
場
産
業
に
還
元
さ
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
課
題
は
特
産
品
の

一
層
の
充
実
と
寄
付
金
の
活

用
方
法
で
す
。

・
本
市
の
間
口
除
雪
へ
の
高

い
評
価
、
保
育
料
半
額
の
内

容
、
村
山
産
業
高
校
へ
の
通

学
時
の
バ
ス
利
用
、
通
学
路

整
備
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
の
管
内
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
初
め
に
戸
沢
保

育
園
の
現
状
と
４
月
か
ら
指

定
管
理
に
な
る
社
会
福
祉
法

人
敬
愛
会
の
開
園
進
捗
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

次
に
大
高
根
児
童
セ
ン

タ
ー
の
保
育
状
況
、
ま
た
建

物
に
つ
い
て
は
民
間
の
保
育

施
設
と
し
て
譲
渡
、
有
効
に

活
用
さ
れ
、
地
域
に
も
引
き

続
き
開
放
さ
れ
る
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
大
石
田
に
移
動
し
て

ふ
た
ば
児
童
セ
ン
タ
ー
・
ふ

た
ば
横
山
保
育
園
で
社
会
福

祉
法
人
ふ
た
ば
保
育
園
の
吉

澤
理
事
長
よ
り
詳
細
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
同
法
人
は

２
つ
の
保
育
園
と
旧
横
山
小

学
校
の
施
設
・
敷
地
を
利
用

し
て
、
大
規
模
な
改
装
を
行

い
、
大
型
児
童
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
・
学

童
保
育
が
一
体
と
な
っ
た
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
複
合

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
た
ば
保
育
園
は
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
大
高
根

と
袖
崎
で
村
山
市
の
認
可
保

育
所
と
し
て
開
設
す
る
予
定

で
す
。

　

富
並
上
中
原
地
区
内
に
お

い
て
、
消
雪
パ
イ
プ
の
不
具

合
の
状
況
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
同
地
区
は
、
消
雪
道
を

豊
富
な
水
量
を
利
用
し
た
流

雪
溝
と
の
併
用
に
よ
り
、
狭

い
冬
期
間
の
道
路
状
況
も
良

く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
東
京
で
県
選
出

国
会
議
員
及
び
各
省
に
要
望

書
を
提
出
、
５
日
は
議
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
、
国
土
交
通
省
、

文
部
科
学
省
に
出
向
き
、
雪

対
策
に
つ
い
て
特
に
待
機
時

の
費
用
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

確
保
等
に
つ
い
て
森
谷
総
務

大
臣
政
務
官
、
佐
藤
総
務
省

審
議
官
に
強
く
要
望
。
国
土

交
通
省
は
東
北
中
央
自
動
車

道
の
建
設
促
進
、
文
科
省
で

は
楯
小
改
築
に
係
る
補
助
金

に
つ
い
て
担
当
課
長
補
佐
の

研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

５
日
の
議
員
研
修
会
で
は
、

前
武
雄
市
長
樋
渡
氏
よ
り
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

他
市
町
と
の
研
修

�

天
童
市
議
会
・
河
北
町
議
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

管 

内 

視 

察

市
政
・
公
明
ク
ラ
ブ

要 

望 

活 

動
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市民の 声

　2009年に地元企業を退職し農
業を始めました。初めは５反歩を
借りて野菜を育てました。荒れた
畑を抜根・整地をして、１町歩の

〈表紙写真〉
　自分の夢・目標はＫＯＮＡ
スタオリジナルのどんどん焼
を新たな村山市のＢ級グルメ
として売り出し、さらなる店
の事業拡大を目指すことです。

委
員
長
　
大
山
　
正
弘

副
委
員
長
　
川
田
　
律
子

委

員�

長
南
　
　
誠

�

長
谷
川
　
元

�

結
城
　
　
正

�

石
澤
　
祐
一

�

菊
池
大
二
郎

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

齋　藤　眞知子 さん（大倉）

畑になりました。今年も農地を貸
してくださる方があって、益々本
気で農業を頑張っていきます。毎
年のように豆の種類が増えて今年
の作付けは30種類を超えます。
その中でもお薦めは黒豆です。
　黒豆をお正月におせち料理で煮
ますが、なぜ黒豆なのでしょう。
それは無病息災を願ってのことだ
そうですが、黒豆の黒い種皮には
薬効があることを先人は知ってい

たのです。私も砂糖を使わないで
ポン菓子にしてもらって黒豆茶に
して飲んでいます。
　村山市には農業委員が荒れた畑
を開墾した「耕作放棄地解消モデ
ル圃場」があるのですが、そこで
はたくさんの子どもたちが収穫体
験をしています。もっともっと多
くの子どもたちに太陽の下で体を
動かして自然に触れる体験をどん
どんやって欲しいと願っています。

議会のながれ（予算審議とは）
　市議会は市長と対等の立場で、お互いを牽制しなが
ら車の両輪のように市政の発展のために活動しています。予算審議が良い例です。
予算を組むのは、あくまで市長ですが、実際に執行するためには市議会での審議と
決定が必要となります。とりわけ重要な案件である予算については、特別委員会お
よび各常任委員会所管区分による分科会を設置のうえ集中審議を行い、市議会の議
決を経て初めて、執行機関である市は実際の事業が可能となるのです。

みんなの知識

ぎ
か

い
だ

よ
り

む
ら

や
ま

  　
N

o.8
9

発
行

　
山

形
県

村
山

市
議

会
　
　
　

●
編

集
　

村
山

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　
　
　
印
刷
　
中
央
印
刷
㈱
村
山
支
店

１、平成28年４月27日（水）　午後７時より

　●西郷地域市民センター
　●大久保地域市民センター

２、平成28年４月28日（木）　午後７時より

　●楯岡地域市民センター
　●冨本地域市民センター

皆様！多数の参加をお待ちしております。

議会報告会のご案内


